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8ビットシングルチップマイクロコンピュータ
8bit Single Chip Microcomputers

シングルチップマイクロコンピュータLSIは,4ビット品,8ビ､ソト品を中心に,民

生分野からOA分野,通信分野まで幅広く応用されているが,最近,マイクロコンピ

ュータ応用機器の高級化動向から,性能の向上と機能の多様化ニーズが高まってい
る｡

大容量マスクROM内蔵マイクロコンピュータHD6301YとCMOS EPROM内蔵マ

イクロコンピュータHD63701Ⅹは,このような市場ニーズにi慕って開発された高性能

8ビットCMOSマイクロコンピュータである｡いずれも6301アーキテクチャをベー

スに,最新の微細CMOSプロセス技術と階層化設計技術により設計された画期的な

LSIであり,70リンタなどのパーソナルコンピュータ周辺機器の制御用途や,PBXシ

ステムなどの通信分野への応用に最適である｡

□ 緒 言

マイクロコンピュータLSIは,1971年に最初に開発されて以

来幅広い応用分野で技術革新の中心となってきた｡その後,

CPU(CentralProcessingUnit),ROM(ReadOnlyMemory)

やRAM(Random Access Memory)などのメモリ及び基本周辺

機能というコンピュータの基本要素すべてを同一のLSIに搭

載したシングルチップマイクロコンピュータLSIが開発され,

低価格マイクロコンピュータ応用システムの実現を可能とし

たことで,その適用範囲は飛躍的に広がった｡VTRなどの民

生分野電子機器への4ビットシングルチップマイクロコンピ

ュータ応用を契機に,マイクロコンピュータLSIの需要は本

格化した｡更に,'80年代に入ってプリンタなどコンピュータ

間辺機器や自動車の分野で8ビットシングルチップマイクロ

コンピュータの需要が急増し,現在はこのタイプのマイクロ

コンピュータLSIが従来の4ビット品とともに市場の主i充と

なっている｡

このような幅広い応用の展開とともに,マイクロコンピュ

ータLSIに対するニーズは急速に高性能化,高機能化,多様
化してきた｡また,微細加工プロセス技術による集績度の著

しい向上やVLSIを意識したアーキテクチャ,論理,回路の設

計手法の開発などVLSI設計技術は大きく進歩しており,これ

らの技術に支えられて,シングルチップマイクロコンピュー

タLSIの分野では,内蔵メモリの大容量化,周辺機能の増強,

EPROM(Erasable and Programmable Read Only Memory)

やEEPROM(Electrically Erasable and Programmable Read

Only Memory)などの不揮発性メモリの内蔵など,市場のこ-

ズに対応したLSI機能,性能の向上が進んでいる｡

ここでは,8ビットシングルチップマイクロコンピュータ

LSIの技術動向と製品系列の特長について概説するとともに,

最新の2/∠mプロセス採用製品である大容量メモリ(16kバイト

ROM)内蔵マイクロコンピュータHD6301Yと,4kバイトの

EPROMを内蔵した高性能CMOSマイクロコンピュータHD

63701Ⅹについて詳説し,併せてこれらの応用についても紹介

する｡
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B 8ビットシングルチップマイクロコンピュータの製品系列

8ビットシングルチップマイクロコンピュータは,4ビッ

ト品に比べて処理性能が高く,汎用性の高いアーキテクチャ

をもっており,1回に8ビットの情報を扱えるため,数字だ

けでなく文字も同時に扱うシステムでソフトウェアの生産性

が高いなどの特長がある｡

NMOS(NチャネルMetalOxide Semiconductor)品のHD

6801ファミリーとHD6805ファミリーは,世界の標準品である

モトローラ社の6801,6805とソフトウェア互換性をもつ製品

である｡どちらもソフトウエア互換性を保ちながら顧客ニー

ズに対応したROM容量,Ⅰ/0(入出力)機能などを付加したフ

ァミリーを構成しており(表1参照),民生分野からOA(オフ

ィスオートメ⊥ション)分野,自動車エンジン制御などの情報

･産業分野まで幅広く応用されている｡

CMOS(Complementary MetalOxide Semiconductor)品の

分野では,最近の微細加工技術をはじめとする70ロセス技術

の目覚ましい発展によって,低消費電力でしかも高速動作が

実現できるようになった｡日立製作所の8ビットCMOSシン

グルチップマイクロコンピュータは,最新のCMOS70ロセス

技術と独自のVLSI指向のアーキテクチャに基づいて設計され

た高機能,高性能なシングルチップマイクロコンピュータで

ある｡高速･高機能のHD6301と使いやすいHD6305の二つの

ファミリーがある｡

HD6301ファミリーは,NMOSのHD6801に相当する又はそ

れ以上の水準に位置する製品であるが,表2に示すように処

理速度,消費電力の点で優れており,また,タイマなど周辺

機能が強化されている｡更に,命令セットもHD6801と互換

性をもたせながらビット操作命令を追加し,より使いやすく

なっている｡HD6301ファミリーは,シングルチップHD6301

系,ROMなし版HD6303系,EPROM搭載形HD63POl系及び

EPROM内蔵形HD63701系で構成される(表1)｡

HD6305ファミリーは,NMOSのHD6805と互換性のある命

令セットをもつが,内部は独自のアーキテクチャ技術により

設計されたファミリーである(表1)｡制御,計測を中心にあ

らゆる分野で応用されている｡
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表l 日立製作所の8ピットシングルチップマイクロコンピュー

タファミリー NMOS,CMOSそれぞれに豊富な品種をそろえており,幅

広い応用分野に対応できる｡

系列
プロセス HD6805系 HD6801系

NMOS

HD6805Sl HD6803

=kバイトROM) (ROMなし)

HD6805S6 Hロ68(‖S

(2kバイトROM) (2kバイトROM)

HD6805∪ HD6801V

(2kバイトROM)
HD6805V

(4kバイトROM)
HD6805W

(4kバイトROM,A-D)
HD68PO5

(4kバイトROM)

HD68POl

(EPROM搭載)
HD68PO5W

(EPROM搭載,A-D)

(EPROM‡菩載)

系列
プロセス HD6305系 HD630I系

CMOS

HD63LO5F HD6303

(4kバイトROM,A-D,LCD) (ROMなL)

HD6305×0 HD6303X

(4kバイトROM,64ピン) (ROMなし,64ピン)

HD6305×l HD6303Y

(外部拡張,64ピン) (ROMなし,64ピン)

HD6305X2 HD6301V

(ROMなし,64ピン) (4kバイトROM)

HD6305YO HD6301×

(8kバイトROM,64ピン) (4kバイトROM,64ピン)

HD6305Yl HD6301Y

(外部拡張,64ピン) (16kバイトROM,64ピン)

HD6305Y2 HD63POIM

(ROMなし,64ピン) (EPROM搭載)

HD63PO5YO HD63701×

(EPROM】菩載) (4kバイトEPROM内蔵)

注:略語説明 NMOS(NチャネルMeta10×ide Semioonductor)

呂ざβ宇占訝昌一芹.で℃㍑rツアta■OxideSemiconducto｢)
EPROM(Erasableand Programmable Read Only Memory)

A-D(Ana10g-Digitaり

今後はこれらのCMOS品HD6301及びHD6305を中心に,不

揮発性メモリ内蔵品のファミリー強化を図ってゆく計画であ

る｡

8 最新の8ビットシングルチップマイクロコンピュー

タHD6301YとHD63701X

ここでは,最新の開発製品であるCMOS8ビットシングルチ

ップマイクロコンピュータHD6301YとHD63701Ⅹの,製品の

特徴及び実現手段について述べる｡

3.1製品の王特徴

この2品種は,共に現行のHD6301Ⅹの機能の拡張強化を図っ

た製品である｡HD6301Yは内蔵ROM容量を従来の4kバイト

から16kバイトと飛躍的に増強し,従来の応用70ログラムに加

HD(∋301Y

回目

え小規模なキャラクタゼネレータやシステムプログラムをマ

イクロコンピュータLSIに取り込むことを可能とした｡更に,

シリアルインタフェースは8種のデータフォーマットを選択

でき,Odd/Evenのハードウェアパリティゼネレータを内蔵し

ている｡また,転送レートはLSI動作周波数とソフトウェア

の設定値によって決定され,J=1.2288MHzの場合110ポーか

ら7万6,800ボーまでの標準的な値の設定が可能である｡

一方,HD63701Ⅹは内蔵メモリをROMからEPROMに置き

換え,ユーザーが自由にプログラムの開発･変更をできる新

しい機能を付加している｡これは,従来のマスクROM内蔵形

シングルチップ0マイクロコンピュータでは,応用プログラム

ごとに個別のマスクを作r)それを使用してLSIを生産するた

れ LSI完成までの期間が長いという問題があったが,これ

を一挙に解決するものであり,その点で意味の大きい新製品

である｡内蔵EPROMの容量は4kバイトで,このEPROMの

プログラム仕様(書込み電圧やタイミング仕様)は単体の汎

用メモリ2732AタイプEPROMに合わせてあr),64ピンから24

ピンの簡単なピン変換アダプタを用いれば,汎用のEPROM

表2 HD6301ファミリーとHD680】の比重交 HD6301はHD680=ニ比べ

て高速･低消費電力の特徴を持ち,より高機能化の方向ヘファミリー展開を行

なっている｡

項 目
l HD6301ファミリー

HD6801S 備 考
HD6301V HD6301× HD6301Y

プロセス･ Hj-CMOS Hi-CMOS Hi-CMOS NMOS

処理速度(〃S)
l.0

0.5*

l.0

0.5暮

l.0

0.5書

2.0
最少命令実行
時間
暮2MHz動作
時

最大
電…原
電)充
(mA)

通常動作時 10 10 10 230

低消費電力

モード時
2/0.O15 3/0.O15 3/0.O15 -/4

スリーブモー

ド/スタン/ヾ
イモード

内蔵

メモリ

ROM

(kバイト)
4 4 16 2

RAM

(バイト)
128 192 256 128

シリアルl/0 あり あり… あり**書 あり

一●ポ⊥レート発
生回路内蔵

一=ボーレート
発生回路.
パリティチ

ェック内蔵

タイマ/カウンタ l 2 2 l

l/0ポート数 29 53 53=一I 29

‥‥セント

ロニクスイン
タフエース可

注:略語説明 RAM(Random Access Memory)

HD63701×

区= 最新のCMOS8ビットマイクロコンピュータ HD6301Yは,16kバイトROMと強力な周辺機能を搭載Lている｡

HD63701×は,4kバイトのEPROMを搭載Lており,マスクROM晶HD6301Xと互換性のある仕様になっている｡
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ライタで内蔵EPROMへ書き込むことができる｡HD6301Yと

HD63701Ⅹのチップ写真を匡Ilに示す｡

3.2 階層形モジュール設計法1)

HD6301ファミリでは,内蔵メモリの増強,インタフェース

機能の追加など,市場の要求に応じた製品展開を無期間に行

なう方法として,階層形モジュール設計手法とモジュ【ルベ

ースでのデバイススケーリング技術を採用してし､る｡

まず,階層形モジュール設計手法について述べる｡本方式

メモリ

タイマ

シリアルけ0

マイクロプログラム

コントローラ

演算ユニット

CPリ

ノ
nS

CPU最小命令実行時間

K

_1三∠_

ト､

吼
+
小

}

ペリフェラルバス

//m

2// 二こに

｢3 3 1

消費電力=叫花亘＋(1-n)云/〝～.f

ポート

周辺モジュール

//椚

(1一円)･5

外部バス

J:クロック周波数

汀一:CPUと周辺モジュールのクロック

周波数の比率

71:CPUの全体に占める面積比
5:LSlの活性領域

上)り:階層構造をとらない場合の消費電力

図2 HD6301シリーズの論王里ブロック 階層形モジュール構成にし

て,CPUの高速動作,低消費電力を実現した｡モジュール単位で機能の変更が

容易である｡

8ビットシングルチップマイクロコンピュータ 493

は論三曙設計段階での変更･拡張を谷易にし,しかも,高速動

作･低消賛電力というHD630177ミリーの特長を実現するも

ので,図2に示すようなマイクロプログラム制御構造をもつ

CPUとモジューール化したメモリ,タイマ,シリアルⅠ/0機能

を共通のペリフェラルバスに接続する構成がとられている｡

各モジュールは他のモジュールとペリフェラルバスインタフ

ェースによって分離されており,互いに干渉することなくモ

ジュール内の仕様を変更できる｡本構成ではCPUの命令実行

は高速クロック′で動作させることで高性能を実現し,周辺モ

ジュールは低速クロック∫/mで動作させることにより消費電

力を低減Lている｡この結果,低消費電力でありながら最′ト

命令実行時間は0.5/ノSとし､う8ビットシングルチ､ソ7し､マイク

ロコンピュータでは最高の動作速度を実現している｡また,

本構成を用いた場合の消費電力は,階層構造をとらないとき

の消費電力Poに比べて,

P=Po(れせ＋(1-れ)き/m)

になる｡二二で,れはCPUの全体に占める面積比,mはCPU

クロ､ソクと周辺部クロックの周波数比である｡HD6301ファミ

リーでは和が÷～÷,椚が2であり,この方式によって消費電

力は約-をに低減され,その効果は大きい2)｡

3.3 モジュールベースでのスケーリング技術

プロセス技術の発展に応じてLSIをシュリンクし,縮小に

よって生じた余剰面積をメモリの増強や周辺機能の拡張に使

用することで,市場の要求に応じた製品展開が可能になる｡

二れを実現するのが,モジュールベースシュリンク技術であ

る｡この技術は3.2節で示した機能モジュールを単位にして,

レイアウトパターンの変更･縮小を可能にするもので,図3

にHD6301ファミリーでの本技術の適用結果を示す｡CPUモ

HD6301VO

○
＼
二
｢
ト
｢
一
ふ □

[凶同m且

RAM(128バイト)

オリジナル品

Hi-CMOSII

〔…三≡m)

ROM(4kバイト)

儀)
Hi-CMOSIII

(話芸｡M)

HD6301X(RAM,シリアルl/0,タイマ強化)

[:亘亘コ

澗⊂:⊃ト､

.ゝ

匝亘亘□
医≡≡≡Z≡詔

83%

贋)
70%

回田
ROM

(16kバイト)

【回凶
HD6301Y

(ROM,RAM,周辺強化)

注:⊂=コ は,新設計領域を示す｡

匠≡≡≡≡≡≡才は,モジュールシュリンク領域

を示す｡

図3 モジュールベースシュリンク

技術 機能モジュールごとの縮小により.

チップサイズの相小と性能向上を図ることや,

メモリ容量の増強,周辺機能の強化を行なう

ことができる｡
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ジュールは3〟mで設計したオリ ジナルパターンがすべての

LSIに共通に使用されており,2〃mルールを適用した最新の

HD6301Yでは63%のシュリンクが行なわれている｡内蔵メモ

リは,HD6301VOに比べると,RAMが128バイトから256バイ

ト,ROMが4kバイトから16kバイトに増強されHD63701Ⅹで

はRAM192バイト,EPROM4k/ヾイトでは内蔵され,シリア

ルⅠ/0,タイマ機能も格段に強化されている｡HD6301Y及び

HD63701Ⅹは,HD6301Ⅹに比べると,機能の大幅増強にもか

かわらずチップ面積が大きく縮小されている｡

3.4 マイクロコンピュータに内蔵される大容量ROMの設計

技術

HD6301Yでは,従来の容量を大きく超えて,16kバイトの

ROMを内蔵したシングルチップマイクロコンピュータLSI

を実現している｡マイクロコンピュータに内蔵される大容量

ROMは,CPUと同一のチップ上に設計されるため,単体の

汎用ROMを外付けする場合と比較してLSI間の信号遅延分だ

け読出しアクセス時間に余裕がある反面,ROMが占有できる

面積が少なく,また読み出し回路もより低電力動作が要求さ

れるという特徴がある｡このようなHD6301Y内蔵の大容量

ROMの設計上の特徴について以下その内客を述べる｡

(1)ROMの高集積化

ROMの面積を決定する設計要因は,メモリのマット構成とメ

モリセル面積がある｡メモリのマット構成には,2分割,4分割,

8分割などの方法があるが,一般に分割数が増えるほどワー

ド線やデータ線の抵抗,負荷答量が減少し高速動作が可能に

なる反面,デコーダ回路などが増加して面積的に不利となる｡

HD6301Yでは,面積の点で最も有利な2分割方式を採用して

いる｡

また,メモリセル面積も2/∠mプロセス技術を才采用すること

で,3/ノmプロセス技術による従来設計に比べ約÷と大幅な低

音成を実現している｡

(2)低電力読み出し回路

単体の汎用ROMのデータ読み出し回路は,高速動作に有利

な差動形センスアンプ回路方式を採用するのが普通である｡

図4にこの回路の原理図を示す｡この回路の動作原理はあら

かじめ準備されている基準電位と読み出しデータ線とを比較

して判定するもので,微妙なデータ線の変化をセンスできる

ため高速読み出しが可能である一方,読み出し動作時,DC電

流がセンスアンプ,データ線の双方にラ充れ消費電力が大きく

なる短所がある｡

差動形センスアンプに対して電i充センスアン7むは,メモリ

セルにラ売れる電i充をゲート接地のMOSトランジスタで電圧変

換して出力するもので,センスアンプの電流とデータ線の電

i充が共通化されているため消費電力の点で有利である｡HD

6301Yでは,この電i充センスアンプ方式の採用で低消費電力

動作を実現している｡アクセスタイムについては,単体の汎

用ROM内部のアクセスタイムには劣るが,外部バスドライバ

などを含めたLSIとしてのアクセスタイムと比較すると十分

高速であり,単体の汎用ROM外付けのシステム構成に比べて

HD6301Yのシステム性能が優位となる設計となっている｡

表3に,HD6301Y内蔵ROMと代表的な単体の汎用メモリ

の特徴を比較して示す｡マイクロコンピュータ内蔵ROMは集

積度,消費電‡充の点で優位にある一方,汎用メモリは動作速

度を重視した設計であると言える｡

3.5 EPROM内蔵化技術

HD63701ⅩではEPROM4kバイトをLSIに内蔵し,ユーザー

が自由にプログラムの開発･変更を行なえる機能を備えた｡
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トーD
データ線…カデュ譲二出力トEnable

(a)差動センスアンプ方式

エバイアス電圧

(b)電流センスアンプ方式

図4 ROMのセンスアンプ方式 差動センスアンプ方式は,高速化に

有利であるが消費電フ充も大きい｡これに対Lて電;充センスアンプ‾方式は,スピ

ードでは若干劣るが低消費電流て,かつ回路が簡単という利点をもつ｡

表3 HD6301Y内蔵ROMと単体ROMの比較 HD6301Yは,微細CMOS

プロセスの採用によりROM面積の大幅低;威を,センスアンプの工夫により低電

力化を実現Lている｡

項 目 単位
HD6301Y

内蔵ROM

標準的なマスク
ROM

(f月Cご=250nsMax.)
備 考

プロセス技術 2.0/ノm CMOS 3.01川1 CMOS

メモリ容量 バイト 16k 16k

メモリセルサイズ 0.3 l 相対セル面積

センスアンプ回路方式 電;充センス方式 差動アンプ方式

言禿み出し回路

消費電流(Typ.)
mA 0.6 4.0

l.卜′し=1ノJS

2,内部回路のみ

アタ

宝イ
スム

内部アクセス

タイム(Typ.) `nS
】

150 l=)

全体アクセス

タイム(Typ,)
nS 160

内部アクセスタ
イムと入出力バ

ソファi星延の和

HD63701Ⅹに用いられている技術的特徴を二大に述べる｡

(1)単体の汎用EPROM2732Aと互換性のあるプログラミン

グ仕様を実現した内蔵EPROM制御方式

通常のマイクワコンピュータ動作から独立して,EPROM

モードを準備した｡このモードでは,制御あるいはタイ ミン

グ上CPUから何らかの影響も′受けず,あたかも4kバイトの単

体メモリとして動作する｡EPROMモードを実現するLSIの

内部構成を図5に示す｡EPROMモードが外部端子で指定さ

れると,モード制御部はCPUをスタンバイ状態(クロック動

作･も含めて停止)状態)にし,CPUからの信号はバスインタフ

ェース部で高インピーダンス(遮断メ犬態)となる｡一方,DB(デ

ータバス)と外部端子Poとを結ぶポート制御部は導通二状態,

AB(アドレスバス)と外部端子P2,P4とを結ぶポート制御部

はアドレス入力経路だけを導通状態にする｡この結果,端子

Po,P2,P4とEPROMはペリフェラルバスを経由して直結し

CPUは切断され,単体メモリと同一のインタフェース条件が

実現できる｡このような構成は,階層形モジュールベースの

マイクロコンピュータ構成によって実現可能になった｡結果

として内蔵EPROMのプログラム,ペリファイ仕様を単体メ

モリと同一にでき,汎用のEPROMライタの使用を可能にした｡

(2)内蔵EPROMの低消費電力化

LSIの低電力性を保つ上で,内蔵EPROMの低電力化が重要

な課題である｡HD63701Ⅹでは,EPROM読み出し回路に小振

幅電流検出形センスアンプを用いることで,EPROMモジュー

ルの消費電力･遅延時間積を単体メモリの40%に低減した｡

これによりHD63701Ⅹの消費電力は,HD6301Ⅹの20～25%減

を達成している｡

【l 応 用

種々のマイクロコンピュータ応用機器の多機能化,小形･
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図5 EPROMモードの制御 EPROMモードでは,EPROMと外部端子

をペリフユラルバスを介Lて直接接続することで,単体メモリと互換性のある

インタフェース仕様を実現Lている｡

軽量化が進んでいるなかで,システム周辺機能内蔵形シング

ルチップマイクロコンピュータのそれら機器への応用はます

ます拡大される方向にある｡CMOSシングルチップマイクロ

コンピュータの出現は,更にこの傾向を促進している｡機器

のポ【タブル化は,CMOSグ)特長である低消費電力を積極的

に利用Lてでてきた流れの一つである｡電源設計,放熱設計

が容易なことにより間接的に小形･軽量化が可能なことから,

据置タイプや可搬タイ7`1の応用製品にもCMOSマイクロコン

ピュータが多用されてし-る｡

4.1 HD6301Yのプリンタヘの応用

ホームバーソナルコンピュータ,ビジネスパーソナルコン

ピュータ,ワードプロセッサの普及とともに,マイクロコン

ピュータを利用した7Uリンタは大きな市場に成長している｡

HD6301Yは,二の7Uリ ンタへの応用に適したマイクロコンビ

｢-｢
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ス

ト

コ
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ピ

ュ

ー

タ

L_+

シリアル
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パラレル

インタフェース

｢〒

シリアル

[∃
タイマ1

0CR l

タイマ1

0CR 2

MC〕

HD6301Y

セントロニクス

ハンド

シェーク

ポート

L⊆

RAM

256バイト

ROM

16kバイト

制 御 m l

8ビットシングルチップマイクロコンピュータ 495

ユータLSIである｡プリンタの主な機能は,パーソナルコン

ピュータ本体からのデータを受け取り,電動機を制御して印

字することである｡図6にHD6301Yを用いたプリンタのシス

テム構成図を示す｡プリンタで必要なソレノイド通電時間,

電動機制御はHD630117の16ビットタイマを用いると最′ト0.5

〃Sの分解能で精度よくコントロールが可能であり,高印字品

質の確保ができる｡

パーソナルコンピュータ本体とプリ ンタのイ ンタフェース

は,パラレルとシリアルの手法が採用されるが,パラレルイ

ンタフェースには,プリンタの標準仕様であるセントロニク

スインタフェースに準拠した8ビットデータラッチ機能が必

要であり,HD6301Yに内蔵されているハンドシェークポート

はこの機能を実現することができる｡シリアルインタフェー

スは,RS-232Cが標準であl),調歩同期式でボーレートも150

～1フナ9,200ポーまで70ログラマブルでなければならない｡HD

6301Yは,タイマ2でボーレートを7Uログラマブルに設定可能

であり,ハードパリティ ビット及びデータフォーマットも選

択でき,汎用惟の高いホストマシンとのインタフェースを実

現することができる｡

普及形7Uリンタで要求される機能を達成するための制御プ

ログラム用ROM,及びキャラクタゼネレータ用ROMを†ナわ

せると8-14kバイトである｡HD6301Yの16kバイトROMはこ

れをカバーしており,更にソフトウェアによるオプション拡

張が可能である｡‾更に,普及形プリンタではRAMは256バイ

トで十分なため外付けRAMは不要であり,Ⅰ/0ポートも53本

で十分なためHD6301Yをシングルチップで使用できる｡これ

に対して中級以上のプリンタでは,RAM容量は2～16kバイト

必要となるが,その場合はHD6301Yの拡弓長モードを用いてR

AMを外付けできる｡拡張モードを使用したことによりⅠ/0ポ

ートが不足した場合は,CMOSパラレルⅠ/O
LSIのHD6321

(PIA)でⅠ/0ポ∵トを補充できる｡また,漢字ROMなど他の

オプションも外付けできる｡

これ以外の高速印字のための高速動作,ポータブル化のた

めの低消費電力のバッテリー駆動要求にも,HD6301Yは十分

対応できる｡
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ソレノイド制御

｢

l

l

1

1

1

1

L_

16イ

PIA書

HD6321

アドレスバズ

データバス*

I

9トノ

l 1

1
31 〃

CR

電動機

｢
■‾■‾■■■‾‾‾

l RAM*
｢

i2k～
l

=6kバイト:+_____+
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‾

｢ *翫濫詰妄冬忘`皇･｡
l/0ポートも53本で満足する
のでPIAも不要である｡

注:略語説明など

OCR(呂ご左芯㌧80mPa｢e
CR(Carr旧ge Return)
PIA(Pe叩herallnterface
Adaptor)

MCU(Micro Computer U仙)
LF(Ljne Feed)

LF

電動機

パネルランプ

いっ,
パネルスイッチ

_+

図6 プリンタのシステム

構成図 プリンタは電動機制

御部,印字ヘッド制御部,キャ

ラクタゼネレータROM,データ

′ヾッファ及びホストコンピュー

タインタフェースから構成され

るが.HD6301Yを使用すること

によって部品点数の大幅低減が

できる｡
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4.2 HD63701X,HD6305Xの電話機への応用

情報の高度化,情報量の増加に伴い電話はインテリジェン

ト化の方向にあ†),その制御を行なうためマイクロコンピュ

ータは電話応用に不可欠のものとなりつつある｡

電話機の中からビジネスホンを取り上げ,図7にHD63701

Ⅹ,HD6305Ⅹを用いたビジネスホンのシステム構成図を示す｡

ビジネスホンは,主装置と電話機端末から成り主装置1台に

対し100～200≠iの電話機端末が接続できる｡

主装置には,EPROM内蔵のHD63701Ⅹが適し,電話機端末

にはⅠ/0ポートが多いHD6305Ⅹが適している｡

(1)主装置

主装置と電話機端末間のデータ転送は,多数の電話機端末

を制御するため高速シリアルインタフェース機能が必要であ

る｡HD63701Ⅹのクロック同期式シリアルⅠ/0でこのデータ転

送を実現できる｡

データ変換などの制御プログラムに要求されるROM32kバ

イト,データ用RAM8kバイトは,HD63701Ⅹの外部拡張モー

ドを用いると簡単に外付けできる｡更に,システムのデータ

コミュニケーションのためのフォーマット設定,保留機能の

設定,ユーザー要求に応じた使用回線数の設定,ユーザー要

求のサービスルーチンなど,オプション性の強い制御プログ

ラムは,HD63701Ⅹの内蔵EPROM4kバイトを用いると,外部

のEPROMは不要となる｡これによって,小形化,ユーザー

のカスタム仕様にフレキシブルに対応できる｡

また,CMOSであることから電i原瞬断対策,放熱対策も容

易であり,システムの小形化が可能である｡

(2)電話機端末

HD6305Ⅹに内蔵している4kバイトROM,128バイトRAMは

端末電話応用に必要なメモリ容量を十分にカバーする｡HD

6305ⅩのシリアルⅠ/0のデータは,主装置のHD63701Ⅹのシリ

アルⅠ/0で受け取られる｡

また,電話機端末の多機能化の動きからダイヤルキー入力,

オプションキー入力,LED(発光ダイオード)表示などの入出
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される構成となるが,それぞれ

にHD63701×,HD6305×を用いる

ことで効率よくシステムを構成

できる｡
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力制御も増加しているが,HD6305Ⅹに内蔵されている55本の

Ⅰ/0ポートで対応できる｡

主装置,端末共に高速かつ低消費電力が要求されるが,最

小命令実行時間0.5/ノS(′=2MHz)のCMOSマイクロコンピュ

ータHD63701Ⅹ,HD6305Ⅹは十分これにこたえられるマイク

ロコンピュータである｡

田 結 言

CMOS8ビットマイクロコンピュータHD6301ファミリーの

新製品HD6301YとHD63701Ⅹは,最近の低電力化の市場ニー

ズを背景としながら,高性能の6301アーキテクチャ技術と最

新のCMOSプロセス技術に立脚して開発されたLSIである｡

由D6301ファミリーのLSI設計では,一貫して階層形モジュー

ル設計技術と機能モジュール単位でのデバイススケーリング

技術を採用しており,これらによって低電力のままでの高速

動作の実現や微細化プロセス技術の活用を可能としている｡

これらのHD6301ファミリーに共通の特長に加えて,HD6301

Yに内蔵している大容量マスクROMは,トータルのシステム

性能を維持しながらチップ面積効率の向上と低電力動作を実

現した点が特長である｡また,HD63701Ⅹでは,高性能のCMOS

EPROMを内蔵したシングルチップマイクロコンピュータ

LSIを実現した点が大きな特長となっている｡

今回製品化したHD6301YとHD63701Ⅹは,応用機器の高級

化に伴う内蔵メモリの大容量化ニーズや機器の多様化に伴う

EPROMの内蔵化ニーズに対応するものであり,これらの

LSIの実現によりCMOSマイクロコンピュータLSIの応用範

囲は,コンピュータ周辺機器をはじめ,OA分野,制御分野,

通信分野へいっそう拡大されるものと考えられる｡
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